0歳児保育において連絡帳で何がかわされているのか　－連絡帳の意義・再考に向けた探索的研究－ by 森本 美絵 & 加用 美代子
73
0 歳児保育において連絡帳で何がかわされているのか
   連絡帳の意義・再考に向けた探索的研究   
森　本　美　絵・加 用 美 代 子
Ｉ．は じ め に
　夫婦共働きは一般化しており（1）、これらを含め保育サービスを利用しながら親が子育てして
いる家庭は増えている。雇用形態や勤務形態の多様化などを背景に、保育重要の増加のみなら
ず多様な保育事業が実施されている。少子化にもかかわらず1995年（ 4 月 1 日現在）1,593,873人
から増加を続け、2014年（ 4月 1日現在）2,266,813人となり、約1.42倍となった。特に低年齢児（ 0、
1、 2 歳児）の入所児童数は、422,891人（内、 0 歳児は52,364人）から858,957人（内、 0 歳児は119,264
人）へと2.03倍になり、著しい増加が見られる。これは、全低年齢児の27.3％（2014年 4 月 1 日現在。
0歳児の11.4%）にあたり、 4人に 1人（ 0歳児は、 9人に 1人）は保育所を利用していることになる。
また、2015年度より、待機児童解消を目指して「子ども・子育て支援新制度」が施行され、小
規模保育、家庭的保育等が児童福祉法に位置付けられ、地域型保育給付の対象となったことも
あり、低年齢児の保育所利用児童数はさらに増加が予想される。
　こうした状況から、多くの低年齢児が、 1日の生活場所を家庭→保育所→家庭と往還し、人
的・物的な環境変化を受け入れていくことになる。この時期は成長・発達も著しく、基本的生
活リズムを整えることや親子関係（対人関係）の基礎的構築などが重要な課題であり、子どもの
1日の生活の連続性を支えることが必要である。それゆに、連続性を感じられ、安心で安全を
体感できる保育環境が求められる。松本は、「保育において『家庭的』な環境をつくるとは、
物理的な形態を家庭と同じにすることではなく、『子どもが安心して気持ちよく過ごせる』と
いう機能面を家庭と同一にしていくこととして理解できます」と述べている（2011：64-65）。こ
の前提条件は、 1日の子どもの状態・様子を双方が共有・理解し生活を繋げることであり、そ
のためには家庭と保育所との日々の連携が重要である。この連携の重視は『保育所保育指針解
説書』第 1章総則 2保育所の役割⑵保育所の特性において、「保育は保護者と共に子どもを育
てる営みであり、子どもの24時間の生活を視野に入れ、保護者の気持ちに寄り添いながら家庭
との連携を密にしておこなわなければならないとしています。保育所での保育が、より積極的
に乳幼児期の子どもの育ちを支え、保護者の養育力の向上につながるよう保育所の特性を活か
した支援が求められます。」と記されている（2008：26）。
　図 1にみるように、保育所・保育者と家庭・保護者との間では連絡を取り合い、必要なこと
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を知らせ合い、協力しあうための多様な連携の方法があり、これらが相互に補い合いながら全
体として家庭と保育所との連携システムをなしている。その内もっとも身近なものとして、連
絡帳と、朝夕の登降園時に保育者と保護者の間で交わされる対話があげられる。これらは毎日
取り交わすという日常性、双方向性という特質を備えており、子どもが低年齢であるほど、こ
のような密なやりとりが、それぞれの場での生理的心理的な面も含めた子どもの生活の安定や
発達の保障の上で大きな役割を果たすと言えるだろう。また、低年齢児とりわけ 0歳児クラス
においては、子どもはもちろん、保護者も親としての歩みを始めて間もない場合が多く、その
歩み・成長を日常的に支援するという意味でも重要であると考える。
　しかしながら、保育の長時間化による職員シフトの複雑化や保護者の労働状況の厳しさ等か
ら、これらもっとも身近なやりとりも容易ではない事態が生じて来ている。例えば、保護者と
担任の保育者が直接顔をあわせて言葉を交わす時間を毎日はとれないとか、短時間になってし
まう、などのように。このような事態をどう考え工夫して乗り越えていくかが実践現場で模索
されている。
　連絡帳においても同様の困難な事態がある。連絡帳は、昭和初期に「園児手帳」として始
まったとされる（奥山1994：338）。『保育所における家庭保護者との連携に関する調査研究報告
書』（日本保育協会：2000）（2）によれば、保育所は、家庭と連携していく上で、「連絡帳」、「園だ
より」、続いて「登降園時の連絡」を重要な手立てとしていると報告指摘されている。このよ
うに保育所は、連絡帳を保護者との連携上、大きな役割を果たしていると認識しているのであ
る。しかしながら書かない、読まない保護者の増加、保育者に連絡帳を書く時間的余裕がない
こと、保育者の文章力の問題などが言われ、連絡帳は簡略化されていく傾向にあり（高杉2009：
146）、連絡帳を含め、お互いのコミュニケーションを主体としたものは実施率が低くなってい
る（広沢・清水・角藤1995：692）。こうした現状を反映してか、保育者の負担軽減を理由とした連
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＊連携とは、多くのものを含む概念だが、本図では、主に言葉（会話・文字）
による伝達、共有をとりあげる。
図 1　家庭と保育所の連携の手立て
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絡帳の廃止（3）やモバイル対応「デジタル連絡帳」の開発（笹田・新谷・他：2004）も報告されてい
る。連絡帳は園・保育者と家庭・保護者との連携上重要とされながらも、その具体的な内容に
ついての研究が多いとは言えない。上記に見てきたような状況下、保育者と保護者の実態を踏
まえつつ、低年齢期の保育と子育てが必要とする日常的で密な連携をどう実現していくのか、
その際に連絡帳が果たせる、果たすべき役割はどのようなものかを、具体的内容を通して再検
討していく課題が立ち現われて来ていると言えるだろう。
II．研究目的、研究方法、倫理的配慮
1　研 究 目 的
　本研究は 0歳児クラスの保護者と保育者の間で交わされた連絡帳を対象に、基本的生活にか
かわる事項（食べる・寝る・排泄等）と子どもの姿について、双方が何をどのように記述している
かを分析し、それらが子どもを連携して育てるうえでどのような役割を果たすのかを具体的に
探ろうとするものである。
2．研 究 方 法
　2012年度に 0歳児クラスに在籍していた子どもの連絡帳を借り、2013年度～2014年度にかけ
て検討・分析した。また、2015年 6 月～ 8月にかけて、分析対象の連絡帳に記入した主たる保
育者に自記入式のアンケートを実施した。
　連絡帳は、 4カ園に所属している 7名の子どものものであり、年間 3期のうち 4・ 5月の 2
か月間、夏休み明け 9月 2週間、年度末 3月 2週間の全体で373日分である。
　これらについて、その様式及び、保育者と保護者それぞれの子どもの様子の記入内容と特徴、
両者の関連、を分析した。子どもの様子を記入した文章はテキストマイニング（トレンドサーチ
2008（4））により頻度分析等の定量化を行い、析出された語をもとに元文章に戻って記入内容や
表現を質的に検討した。
　また、アンケート項目は、①入所児童数と保育者数、② 0歳児クラスの子ども数と保育者数、
③記述した主たる保育者の実務経験年数、④誰が「連絡帳」に記入するのか、⑤「連絡帳」に
関する園の方針及び研修の有無、⑥保護者にどう説明するのか、⑦保育者は何を書こうと思っ
ていたか、⑧保育者は書かないようにしていたことはあるか、⑨保育者は「連絡帳」をいつ読
むのか、⑩「連絡帳」をどう利用しているか、⑪「連絡帳」以外にどのような個々の子ども記
録はあるか、⑫ 0歳児クラスの「連絡帳」様式が変わるのはいつか、の12項目である。
　なお、 4カ園は、近畿圏に所在する保育所である。 0歳児のクラス規模については、A園は
子ども10人（保育者 4人）、B園は子ども12人（保育者 5人）、C園は子ども 8人（保育者 3人）、D園
は子ども21人（保育者 7人）である。調査事例の子ども 7人（a～g）の入園当初の大凡の月齢は、
a、bは10か月、c、d、gは11か月、eは 5か月、fは 4か月である。なお、 4園は、緩や
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かな担当制を敷いている。
　本事例の主たる記入者の実務経験年数は、 2年から17年と幅があるが、大凡10年前後の中堅
保育者が多い。
3．倫理的配慮
　 4つの保育所に口頭と文章で研究趣旨及び、使用目的等を説明し依頼した。これをもとに各
保育所で保護者に説明していただき、協力を承諾した保護者から連絡帳をお借りした。本研
究・発表について 4カ園より承諾を得ている。また、保育所名、個人名はすべて記号化した。
III．研究結果・考察
1． 0 歳児の「連絡帳」の様式
（1）　 4カ園 0歳児の「連絡帳」様式の特徴
　表 1に見るように、 4カ園に共通することは、市販のものではなく、各園で作成し印刷して
おり、 1枚の用紙サイズは 4園とも異なるが、どれも紐で 1枚ずつ重ねて綴じていくものであ
る。 1日分を 1枚とする園と 6日分（ 1週間）を 1枚とする園がある。其々に工夫もみられるが、
24時間の時系列に沿って、 1本或いは、 2本の直線上に保護者と保育者が、ミルク・離乳食・
母乳、排便、入浴、入眠・起床について相互に記入する欄と、子どもの様子を保護者と保育者
が其々に記入する欄を基本構造としていることである。
　其々の特徴は枠組みや記入の方法等にある。A園は 3段組みの枠組みである。上段は、 2本
の直線上に生活の基本事項を時系列で記す。中段は食事項目であり、朝食、昼食、夕食、おや
つの時間と内容を保護者と保育者が相互に記す。下段は、家庭と園で子どもの様子を記す。B
園は 2段組の枠組みである。上段は、 1本の直線上に生活の基本事項を時系列で記す。下段は、
家庭記入欄と保育所記入欄に区分され、其々に食と子どもの様子等について記す。C園とD園
（ 1日分）は 1段の横長である。左側に、生活の基本事項を直線上に時系列で記し、この直線上
にD園は家庭での食の内容とミルク量も記すが、C園はそれらを様式の枠外に記す。そして、
右側に家庭と園が其々に子どもの様子を記す。また、直線上の生活行為の記入化に際し、B園、
C園、D園は、ミルク→ミ、離乳食→リ、母乳→ボ、便排泄→大、睡眠→スのように、簡略化
している。さらに、B園は、睡眠時の様子を★（非常に）と☆（普通）で表し、排便の状態を、普通、
軟便、下痢に区別し、其々を○、△、×で表し、健康状態を○、△で表すなどの記号化を図っ
ている。
　なお、 0歳児クラスは、その児童が当該年度の途中で 1歳に達した場合においてもその年度
中に限り乳児とみなされており、 4カ園の 7事例において、入園時は 0歳であるが、年度途中
で 1歳を迎えている。 4カ園のうち、A園とD園は原則 1歳の誕生日を迎えた時に、そしてB
園とC園は 1 歳児クラスに移行した時から 1 歳児の様式に切り替えられる。A園は、市販の
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A 6 版ノートに代わるが、他の 3カ園は、 0歳児の物と同様に自施設で印刷した手製の用紙を
綴じていく。 4カ園とも時系列で生活行為を記入する直線に代わり入眠と起床時間を其々の欄
に記入し、家庭と園で子どもの様子を記入する様式である。様式の切り替えの時期は、 1歳誕
生日を迎え生活リズムがある程度整っていることや離乳食から完了食に移行していること等が
判断材料となる。
表 1　 4園の「連絡帳」様式
園名
連絡帳の
サイズ
子どもの一日の生活を保護者
と保育者とで記入
家庭・保護者の記入欄項目 保育所・保育者の記入欄項目
A
1枚
（B5）で
1日分
2 本の直線上に時系列で授
乳・食事、入浴、排便、おや
つ、睡眠・昼寝（午前睡・午
後睡）を記入。（直線は二段。
上段は午前 0時～正午。下段
は正午～午前 0時）
月　日　
曜日／
天気
体温
前日の
夕食の
時間と
内容
その日
の朝食
の時間
と内容
家での
様子
（自由
記述）
朝のお
やつの
時間／
内容
昼給食
の時間
／内容
午後の
おやつ
時間／
内容
園での
様子
（自由
記述）
B
A5（A4
の半分）
で 1日分
1本の直線上に時系列で、入
浴、ミルク、排便（普通・軟
便・下痢）、睡眠・昼寝（午前
睡・午後睡）を記入。
月　日　
曜日
体温
健康
状態
連絡
事項
など
前日の
夕食の
内容／
食欲
朝食の
内容／
食欲
家での
様子
（自由
記述）
朝のお
やつ
（メュ
ー／食
欲
昼給食
の内容
／食
欲）
午後の
おやつ
の内容
／食欲
園での
様子
（自由
記述）
C
A3の1/3
で 1 日分
2本の直線上に時系列でミル
ク・離乳食、おやつ、睡眠・
昼寝を記入。（ 2 段。上段は
午前 6時～午後 6時、下段は
午後 6 時～午前 6 時）保育者
は昼食について、おかわり、
1/3、全といった分量を記入。
月　日　
曜日
体温
お迎え
（時間・人）
様式の枠外に夕
食と朝食の時間
と内容をそれぞ
れ記述。
家での
様子
（自由
記述）
園での
様子
（自由
記述）
D
1枚（B4
横書き）
に月曜日
から土曜
日までの
6日分
1本の直線上に時系列で、ミ
ルク・母乳、離乳食、排便、
睡眠を記入。保護者は母乳・
ミルクの分量、離乳食の内容
を記入し、保育者はミルク、
離乳食の分量を記入。
月　日　
曜日
体温
お迎え
（時間・人）
家での
様子
（自由
記述）
保育園
からの
連絡
（2）　 0歳児の「連絡帳」様式から見えてくること
　 4カ園の連絡帳の様式を整理することで、以下の特徴が浮かび上がる。
　①　一目で子どもの24時間の生活を保護者、保育者が直観的・瞬間的に把握できる様式であ
る。また、忙しい保護者と保育者への配慮として、記入の簡略化、記号化を取り入れ、双
方の記入の負担軽減をはかる工夫がある。
　②　 1 日24時間を連続した子どもの生活として保護者と保育者が共有できることで、子ども
の生活の連続性を意識化しやすい様式である。
　こうした特徴をもつ「連絡帳」は、以下のことに寄与しているといえるのではないか。
　連絡帳の構造は、毎日、保護者と保育者が相互に子どもの生活内容や生活リズムを記し伝え
合うことで、家庭と園が連携して 0歳児の身体的・生理的な基盤である「食」「排泄」「入浴」
「睡眠」といった日常的な基本的生活活動の繰り返しにおけるリズムと内容を整えることに役
立っている。事例の主たる記入保育者へのアンケート（以下、保育者アンケートと記す）では、 4
カ園とも朝一番に家庭での生活リズム・子どもの姿を読み取り、園の生活リズム、内容に反映
している（表10、項目⑩参照）。D園では、朝「連絡帳」を受け取ると、 0歳児クラスの入り口に
ある白板（それには時間軸を記した直線が人数分引かれている）に写し、 0歳児クラス担当職員で共
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有している。このように園・保育者は、子どもにとっての24時間の生活を視野にいれながら、
一人ひとりの状態に合わせて無理のないように 1日の生活リズムを整えていくことができ、心
地よい生活をおくれるように配慮できる。また、保護者にとっては家庭での夕方の子どもの
姿・様子・状態の理解に役立ち、食事や入浴等の時間の配慮や、子どもの状態の理解に役立つ
であろう。家庭と保育所の両者がともに「連絡帳」の機能を活かすことで、物理的には家庭と
保育所という人的・物理的環境の全く異なる場を往還する変化において、子どもはより安心し
て気持ちよく過ごせると考えられる。このように、保護者は保育所での生活を意識し、保育者
は家庭での生活を意識して保育に反映することのできる様式は、保護者と保育者の子育ての協
働・連携の意識化を促し子育てパートナーとしての認識を育むのではないか。
　保育者・保護者とも多忙であり時間の制約があるゆえに活用を見合わせる保育所もあるが、
一目で子どもの24時間の生活を直観的・瞬間的に把握できる構造や記入上の工夫は、連絡帳使
用を受け入れやすくすると考えられる。双方が意義を理解した上での活用が必要である。
2．保護者と保育者は「子どもの様子」を其々どう記述しているか　
（1）　保護者と保育者の記述量（字数）
　既述したように、子どもの様子を保護者と保育者が其々に記入する欄が設けられている。
　記述覧のスペースは園によって若干異なるが、保護者平均字数は72字～160字、保育者平均
字数は106字～186字であり、そのスペースの大小にかかわらず、全体として保護者より保育者
がより多く記述しており、保育者の努力がみられる。また、記述スペースの広さや保育者の記
述量に保護者の記述量が影響を受けているとはいえない。
（2）　保護者と保育者による「子どもの様子」の記述にみられる特徴
　保護者と保育者の「子どもの様子」の記述内容、書き方の特徴をみるために、テキストマイ
ニング（トレンドサーチ2008）を使い、保護者と保育者による「子どもの様子」の記入（ 7事例373
日分）から頻出度の高い単語上位 3つを抽出した。
　その結果（表 2参照）は、保護者は、「食べる」「寝る」「遊ぶ」であり、保育者は、「食べる」
「遊ぶ」「友だち」であった。
表 2　「連絡帳」の子どもの様子の記述における頻出度上位 3のキーワード
保護者 保育者
順位 キーワード 関連テキスト数 出現頻度 キーワード 関連テキスト数 出現頻度
1 食べる 102 161 食べる  82 119
2 寝る  73 114 友だち  80 120
3 遊ぶ  86  77 遊ぶ 119 134
＊記入にある本児以外の園児名は「友だち」と再コード化した。
＊関連テキスト数とは、キーワードを含む文章の合計。
　 0歳児の生活行為は、食べる、寝る、遊び、を中心とするが、保護者の頻出用語上位 3位は、
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これら行為に関連する記述が多い。他方、保育者は、「寝る」に代わり「友だち」である。保
育者アンケートによれば、保育者が書こうと思っている内容に「友だちとの関係・葛藤」があ
る。子ども同士が会話するわけではないが、そこに他児がいる。保育所は、その子自身と月
齢・年齢が近い仲間が存在することが、家庭と異なる環境の 1つである。
　以下では、これら単語を含む元文章（関連テキスト）に戻り、それぞれの単語がどのような文
脈において、どう表現されているかを検討する。
①　保護者と保育者に見られる「食べる」に関連する記述内容と書き方の特徴
　保護者（表 3 参照）は、「ご飯を食べて・・寝て」「おやつを食べて動き」「ご飯を食べている
と・・見えて」にあるように、帰宅後の一連の生活行為の生起を記述する文脈の中で、「食べ
る」を表現している。また、「なかなか食べない」「あまり食べれない」「よく食べ」「もくもく
食べ」「いっぱい食べ」「たくさん食べ」「モリモリ食べ」の表現にあるように、食べたか、食
べないかといった外側に現れた行為結果そのもの、その分量の多少といった食べ具合を記述す
る傾向にあった。
表 3　保護者による「食べる」の関連テキスト（元文章）の抜粋
事例　「食べる」関連テキストの抜粋
a
・・なかなか夜ご飯を食べてくれませんでした。・・
・・ご飯を食べてお父さんが帰ってくる前に寝てしまい・・
b
ミルクを飲んでいなかったせいか、夜ご飯をたくさん食べました。
・・夕食は眠くてあまり食べれないのか、その分朝食をよく食べます。
c
・・帰ってからもご機嫌でおやつ食べて動きまわってました。
・・夕食をおかわりしまくってもくもくと食べてました。
d
食欲は、いまひとつですが、お菓子はよく食べています。
夕食をいっぱい食べたせいか、良いうんちが夜 2回も出ました。
e
土、日とミルクの飲みがよくありません。・・・離乳食は土、日共にたくさん食べてくれました。
夕食はモリモリ食べくれました。
f
昨夜はご飯よく食べたんですが、今朝は家でも嫌がって全然食べません。
機嫌もよく、朝から離乳食もりもり食べました。
g
夜・・・は初ケーキ！！生クリームを少しなめてイチゴを一杯食べました。
夜ご飯を食べていると、お月様が見えてきて・・
　他方、保育者（表 4参照）は、「どうぞ・・ありがとう～」「おいしーねー・・まー！」「目がキ
ラ～ン・・お友達が・・食べたいとアピール」「パクパク・・ないよーと差し出す」「あつ！あ
つ！・・洗って食べようか」「スプーン・・パック」「ほーらお汁のみはるなぁ・・わたし
もー！！」「さあ、ご飯食べ・・もっと！もっと！」「目の前に見せると、スッーと手・・モグ
モグ」「友だちの横で・・・エヘヘッ」「泣いてしまい・・パクパク大きい口」「がんばれよ！？
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と・・完食」「アッ！・・手づかみで」「両手で豪快に・・大きな口」の表現にあるように、食
べる行為に伴う子どもの表情やその背後にある子どもの心の動き、そして、食べる行為を通し
た保育者と子どもとのやり取りの様子や、言葉を介したやり取りではないが、子ども同士がお
互いを意識している姿などを表現する傾向があった。
表 4　保育者による「食べる」の関連テキスト（元文章）の抜粋
事例　「食べる」関連テキストの抜粋
a
ご飯の時にもよく「どうぞ」と口にいれようとしてくれます。食べることはできないので、食べた
ふりで「ありがとう～」と言うのですが、ちゃんと口に入れないと嫌！というように何度でも口元
に持ってきてくれますよ！
今日は珍しく朝寝なしで昼ごはんを食べたaちゃん。保育士がスプーンでおさかなを口に入れ、「a
ちゃんおいしーねー！！」とニコット笑うと真似して「まー！」と言いながらニコッとしています。
保育士の身振りを真似してくれる様子がとてもかわいいです！！
b
いちごがお気に入りで、見つけると目がキラ～ン！お友達が先に他の物を食べ終わっていちごを
食べているのを見ると自分が食べている物はそっちのけで、“いちご食べたい”とアピールするb
ちゃん！！
手づかみができるようになったから食べることに意欲的なbちゃんです。今日も味噌汁の中には
いっていた豆腐が気に入ったようで、パクパク口へ運んでいくbちゃんで、豆腐がなくなってしま
うと“ないよー”と器をさしだすのでした。
c
畑にトマトがなっているのを見て「あっ！あっ！」と指差すcちゃん。保育士の手を引いて“行こ
う”と言ってくれるのです。食べられそうなトマトを渡すと、とっても嬉しそう。「洗って食べよ
うか」と声をかけ水で洗ってパクッ。皮が固そうでしたが・・・出したり入れたりしながら食べ
きってました。
いつも手づかみでパクパクと食べているのですが、スプーンを持ってお皿をカンカン！そして、な
にものってないのですがスプーンを口へ運ぼうとしていたのでかぼちゃをのせてあげると・・・パ
クッ！自分で食べられたことが嬉かったようで、満足の笑みのcちゃんでした。少しずつスプーン
もつかっていけるといいなぁと思います。
d
起きてきた友だちの横で食べる？とトッターをだすと、すわり「エヘヘッ」と喜んで「アーン！」
と食べ出しうれしそう。でも口入れるものはご飯と魚だけでしたが・・・
食事中、少し食べては足をイスの上に上げてたとうとするdちゃん。となりの友だちが「ほーらお
汁のみはるなあ」とお汁を飲んでいると「わたしもー！！」とお椀に手を伸ばしてゴクゴク・・
e
トッターに座り、「さあ、ご飯食べようなぁ～」と食べ始めると、「もっと！もっと！」と口を上
手に動かして食べ待ちきれないのか、時々指を入れてチュッチュッ・・・と手も口も人参だらけ
～！となりました。
ご機嫌で離乳食タイム・・・スティック状の昆布（やや硬め）を目の前に見せると、スッーと手をだ
して握り、口元へ持って行きモグモグ。昆布が口に入ると「なに、コレー？！」とまゆげを寄せて
またモグモグッー。感触にびっくりしているようでした。離乳食は、時々ニタッーと笑顔を見せて
くれていっぱい食べました。
f
ミルク大好きなfちゃん。お友達がミルクをもらっているのを見ると泣いてしまいます。でも離乳
食を食べはじめると泣きやんでパクパク大きい口をあけて食べはじめました。
今日の離乳食も途中でチョットイヤイヤ・・モード！！必ずといっていいほど決まって半分ちょっ
とくらい食べるとイヤイヤ、今日はとなりで食べていた友だちがfちゃんの手を“がんばれよ”！？
とポンポンと完食しました。
g
給食の時も、お茶を指さして「あっ！」と要求していました。食欲もモリモリで、大丈夫かな？と
心配していたカリカリジャコ豆も手づかみでよく食べていました。
朝寝から起きると離乳食が出てきていて、椅子に座るとニッコリ笑って、すぐに手づかみで食べ始
めるgちゃんです。両手で豪快につかんで口に入れていきます。ご飯をスプーンで口に入れてあげ
ると大きな口をあけてくれます。
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②　保護者に見られる 「寝る」 に関する記述内容と書き方の特徴
　保護者（表 5参照）は、「すぐ寝る」「寝られません」「なかなか・・寝てくれません」「よく寝
て」「スーッと寝た」「ぐっすり寝て」「 1時間弱寝ません」「寝るのが・・遅く」の表現にある
ように、寝つきの様子や眠りの状態を表現する傾向にあった。
表 5　保護者の「寝る」の関連テキスト（元文章）の抜粋
a
ご飯を食べたら眠そうで、授乳したらすぐ寝ました。
・・夜中も・・泣いて 1時間くらい寝ませんでした。
b
・・帰ってくるとへとへとで、すぐに寝て20時間近く寝てしまいました。
良く寝て､ 良く食べています。朝も超早起きです。夜も早く寝ているので、・・
c
ご飯後いつもどおりグズグズ言っておふろ前まで眠りました。おふろ後もミルクを飲んですぐ寝ま
した。
・・なかなか眠そうで寝てくれませんでした。
d
・・眠ってからも少しぐずっていましたが、その後、熟睡してました。
夜中もぐずることなくよーく眠っていました。
e
・・昨夜はお父ちゃんが抱っこで寝かしつけたらすぐ寝ました。
・・オムツをかえてミルクを飲み、スゥーと寝たのかと思うと起きて来て・・
f
21：00～6：00まで一度もおきずに、ぐっずり寝ていました。
・・ぐっすり寝ていました。良く寝た日でした。
g
最近布団に入ってから、30分～ 1時間弱寝ません・・・。
・・寝るのがとっても遅くなってしまいました。
③　保護者と保育者に見られる「遊ぶ」に関連する記述内容と書き方の特徴
　保護者（表 6参照）は、「お友達の家で遊ばせて」「お父さん・・お風呂で遊んで」「家のまわり
で遊び」「お姉ちゃんと遊んで」「いとこと一緒に遊んで」「お兄ちゃんと一緒に遊ぶ」「一人で
遊んだり」「仲良く遊んで」「遊びまくって」「遅くまで遊んで」「まだ起きて遊んで」「上手に
遊んで」の表現にあるように、遊ぶ行為の生起、どこで遊んだか、誰と遊んだかを表現する傾
向があった。
　遊びの相手は、母親以外の家族・親族であり、母親と遊ぶ・やり取する姿の表現は少ない。
帰宅後の母親の家事等の忙しさが伝わってくる。
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表 6 　保護者による「遊ぶ」の関連テキスト（元文章）の抜粋
a
・・お父さんが帰宅するまで、マンションのお友達の家で遊ばせてもらいました。
・・今日はお父さんが帰ってくるまで頑張りお風呂で遊んでもらってから寝れました。
b
お姉ちゃんもなるべくbちゃんとかかわってくれるようになり、食後は仲良く遊んでいます。
眠たければ一人でまたはお姉ちゃんと遊んでいます。
c
保育園で元気いっぱいだったみたいで家でも帰ってから遊びまくっていました。
いとこと一緒に遊んで楽しそうに笑っていました。
d
兄ちゃん、姉ちゃんと遅くまで遊んでました。
・・起こして入浴、上がったら目がさえて遊びまくり、・・
e
・・夕方と今朝は・・それで満足して・・一人で遊んだり・・
・・お兄ちゃんと一緒に遊ぶのが少しずつ増えてきました。
f
・・母が遅番で23：00に返ったら、まだ起きて遊んでいました！！
帰ってからは、さむかったのですが、家のまわりで遊びました。
g
おふろのふたを自分でめくれるようになり、・・母が洗っている間上手に遊んで待っています。
手が届く所の物はとりあえず触ってポイと下に落として遊んでいます。
　他方、保育者（表 7 参照）は「ハトが・・追いかけて・・こわいようで」「水をピチャピチャ
と・・確認・・バシャトッと・・ニコッ」「窓ガラスや柵をつたって・・楽しかったようで・・
一周を」「・・玩具のコップを・・カチカチ・・嬉しいようで」「ズリズリ・・どーしたの」
「大人の声がするなぁーと」「・・荷車を・・押したり引いたり・・笑顔で」「オモチャを・・
いろんな所へ探索」「・・上手にくぐったり・・ハイハイしてゴキゲンさん」の表現にあるよ
うに、子どもの様子と気持ちの動きが記述されている。また、「ボウルを保育者にわたし、水
入れてー」「テラス・・保育士のところ・・バイバーイと言いながら」「嬉しそうに・・倒れて
きて・・一緒にごろん」「玩具のコップ・・保育士の顔をみてはにこっと笑って」「ぽっと
ん・・手を叩いて喜ぶ」「友だち・・私も・・アッアッと教えて」「ロールマット・・一番の弱
点はわきの下」「三角屋根の・・ばぁ！！」の表現にあるように、遊びを通して、保育者と子
どもがお互いに思いを通わせてやり取りを楽しむ様子が、他児の存在、玩具・遊具・テラス・
ベランダといった人的・物理的環境との絡みで表現され、子どもの内部で沸き起こる喜びや期
待といった感情の動きが見えるかのように記述される傾向がある。
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表 7 　保育者による「遊ぶ」の関連テキスト（元文章）の抜粋
a
ハトがいっぱいいて、「ポッーポー！！」と呼んで追いかけて遊んでいたのですが、ハトが逆に近
づいてくるとこわいようで、保育士の足にしがみついていました。
お友だちが外で遊んでいるのを見て、自分から外に出ていったaちゃん。ボウルに入った水をピ
チャピチャと触って確認すると、それをバシャッと身体にかけてニコッと笑っています。空になっ
たボウルを保育者にわたし“水を入れてー”と訴え、それをまた身体にかけてはの繰り返しで何度
も遊んでいましたよ！
b
午後の時間、テラスに出て遊びました。窓ガラスや柵をつたって歩くのがたのしかったようで、テ
ラス一周をつたい歩きしては保育士のところにやってきてはまたバイバーイと言いながらまた出
発！！歩きたい気持ち一杯のbちゃんですね。
保育士の所に来て、何度も手を放して、一人立ちを見せてくれていました。そして嬉しそうに倒れ
てきてくれるので、そのまま一緒にごろんして遊びました。リズムを取ったり、屈伸したりもして
いました。
c
・・ままごとと玩具のコップを両手に持ち、カチカチと打ち鳴らしていました。音が鳴るのが嬉し
いようで、保育士の顔を見てはにこっと笑っていたcちゃん。「いないいないばぁ！！」をすると
とても喜んでcちゃんも「ばぁ！」としたり、声を出したりして笑って遊んでいました。
今日はお部屋でぽっとん落としをたのしんでいたcちゃん。穴に入れるのが少し難しい様子でした
が何度も挑戦していました。“ぽっとん”と落ち、保育士が手を叩いて喜ぶと同じように喜んでい
ました。
d
友だちがへやのスベリ台で遊んでいると、「私も行く～！」と言わんばかりにサッーとハイハイし、
友だちを追いかけ、ちゃんとオッチンのポーズに足を出してシューと滑っていきます。いいものを
見つけては「アッアッ」と教えてくれますよ。
新人さんが泣いているとズリズリと寄っていき、顔を覗き込むdちゃん「どーしたの？」と声をか
けているよう、まるでお姉さんです。
e
プールでたっぷり遊んで、・・・。ロールマットの山越えを楽しんだり、ゆさぶり遊びで遊んで
いるとケラケラ～！と大笑い。一番の弱点はわきの下あたりです。
あおむいて遊んでいると、大人の声がするなぁ～と体をグィッと動かして鼻の下をのばして声のす
る方を見てくれるeちゃんに笑えます。
f
今日は園庭で遊びました。園庭では前回お気に入りだった荷車を今日も押したり引いたりして遊ん
でいました。三角屋根のところに入り、「ばぁ！！」と笑顔で顔を見せてくれるfちゃん！とって
もかわいかったです。
みんなでベランダやお部屋の中で遊びました。ガラガラをふったり、つたい歩きでいろんな所をあ
るいたりしました。
g
今朝は朝寝前にたんぽぽの部屋で遊びました。たなのオモチャを全て出し、次はいろんな所へ探
索・・。よく動き色んなものに興味津々です！！
今日はベランダにトンネルや坂道を作って遊びました。トンネルを上手にくぐってみたり、坂道を
ハイハイしてゴキゲンさんのgちゃん！！大人がギター、ハーモニカ、たて笛でセッションするの
も体を揺らしてくれていたんですヨ。
④　保育者に見られる「友だち」に関する記述内容と書き方の特徴
　保育者（表 8 参照）は、「おもちゃ台・・友だちが・・トントン・・同じように・・楽しい」
「木のお家・・友だちがゆきやこんこん・・大きな声で・・うれしそう」「友だちが持ってい
た・・ウンウン・・嬉しそうに受け取って」「散歩車・・順番にたたいてごあいさつ・・いい
よ～」「急にハイハイ・・ガブリ」「トントン・・指圧マッサージ」「ブロックを渡して・・な
ぜ？？」に見られるように、子ども同士の多様な関わり、やり取りがよく表現されている。ま
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た、こういった子ども同士の多様な関わりを記述するのみでなく、その内側にある友だちに対
する子どもの気持ち、大好き等の感情を感知し、それらを合わせて記述している。また、これ
らは保育所の物理的環境（玩具、遊具、テラス・ベランダなど）との繋がりで表現され、子どもの
生活・活動の広がりが感じられる。
表 8　保育者による「友だち」の関連テキスト（元文章）の抜粋
a
お友達が大好きな様子のaちゃん。友だちがおもちゃ台に乗ろうとすると自分も！と足を乗せよう
とし、友だちがドアをトントンとたたいているとおなじようにトントンしています。模倣して遊ぶ
のが楽しいようです。」
食後に友だちと向かい合って、積み木を渡そうとしていました。友だちがとろうとするとプイッ！
と取り上げて、少し意地悪さんでした。その後友だちが積み木を渡してくれ嬉しそうでした。
b
雪が降ってきて「さむい～」とうれしそうなbちゃん。友だち、友だちと木のお家に入って少し寒
さ対策。友だちがゆきやこんこんを唄うとbちゃんも大きな声で歌っていました。またブランコに
ものりました。つくしさんの友だちや友だちもいてとっても嬉しそうなbちゃんでした。
公園につくと友だちと友だちがずーっと「bちゃん、遊ぼ！」ときらきらさんのお姉ちゃん 2人に
ブランコをおしてもらったり滑り台・・・土管の上に登ったりご機嫌のbちゃんでしたよ。
c
お昼からはテラスに出て遊びました。みかん箱を出して、それに友だちと友だちが乗っているのを
みて“私も”と乗りに行くcちゃん。そして保育士に“引っ張って”と訴えてくれるのです。お船
のうたをうたいながら、ひっぱていくととっても嬉しそう。 1回おわると“もう 1回”と指を立て
てアピールです。
今日は○○ちゃん（友だち）が持っていた『いないいないばぁ』の絵本がほしかったようで「あつ！
あつ！」と指をさして“ほしいよー”とアピール。「あれほしいの？」ときくとウンウンとうなず
くcちゃん。保育士が「○○ちゃん（友だち）、cちゃんがかしてやって」というと少し考えた結果
「ハイ」と貸してくれ、cちゃんも嬉しそうに受け取って“読んでー”と保育士に渡してくれまし
た。cちゃんもページをめくりながら「ばぁーっ」と言って楽しんでいるのでした。
d
あひるの友だち、友だち、友だちも一緒にお散歩でにぎやかに行きました。散歩車に乗った 3人の
背中を順番にたたいてごあいさつ。タクシーや収集車を見て喜ぶあひるさん。Oちゃんの今日のお
気にいりは、友だちのズボンにぶらさがっていたアンパンマン。「いいよ～」と優しくしてもらっ
ていました。
友だちとの食事中、ながーいスプーンがほしい友だちと担任のやり取りを一部始終観察していたd
ちゃん。結局泣いて友だちがスプーンをゲットしたのですが、「私のあげよか？」とまるで言って
いるように自分のもっていたスプーンを友だちに、ハイッとわたしてくれました。
e
最近よく笑いよく声をだすようになったeちゃん。玩具をさわって遊んでいたかと思ったら、急に
ハイハイで前に進んでいったかと思ったら目指すは友だちの足？？うれしそうな笑顔でガブリ・・・
びっくりの友だちは、ウェ～ン、セーフでしたが、びっくりしたようです。お食事タイムも楽しい
eちゃん。スプーンをお口に持っていってもにやっと笑いながらプイっと横を向いたり。
少しロールマットで背中を挙げてあげるとニコニコでオモチャに手を伸ばしてご機嫌でした。腹バ
イでも友だちと一緒に遊んだり・・裏庭にも出ました。
f
今日の離乳食も途中でチョットイヤイヤ・・モード！！・・半分ちょっとくらい食べるとイヤイヤ
今日はとなりでたべていた友だちがfちゃんの手を“がんばれよ”！？とポンポンと完食しました。
大人がトントンしているとfちゃんも友だちの足を持ち指圧マッサージをしていました。
g
今日はベランダで友だちと向かい合いオモチャの交換！！ 2人でうなづくでもなくわらいあうでも
なくてとってもかわいい光景でした。
今日は泣いている友だちに「おーっ」とブロックを渡してあげる姿！！拒否されると、なぜ？？と
いう顔で困っていました。
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⑤　 4つのキーワード関連テキストからみえてくること
　 4つのキーワード関連テキストを分析することで以下の特徴が見られた。
　①　保育者は、「友だち」もそうであるが、「食べる」「遊ぶ」もそれら行為の背景として、
子どもの内側で動いている気持ち・思いをあわせて記述するといった共通の特徴を持って
いる。また、「食べる」「遊ぶ」では、保育者と子どもとのやり取りの様子や、子ども同士
が、お互いを意識している姿が記述されている。保育者の「遊ぶ」行為の記述は「友だ
ち」や園の遊具、園庭、テラスなど物理的な環境との繋がりでの表現となり、子どもが触
れる環境そのものの広がりがみられる。
　②　他方、保護者の記述は、外側に見える（「食べる」「遊ぶ」「寝る」）行為の生起と、その状態
についての記述が多いといった特徴がある。そして、帰宅後の一連の生活行為として、時
系列に沿って記述するという特徴がある。
　　　事例の子どもは、 9時頃に登園し、降園は17時頃である。就寝時間は21時前後であるの
で降園後の子どもの覚醒時間は、 4時間にみたない。帰宅後の保護者（事例では母親）は、
家族の食事の準備から翌日の準備まで行う。多くの保護者は、帰宅後及び出勤前のあわた
だしいい時間に「連絡帳」を記入するのだろう。子どもの様子の記述の特徴にみられる行
為自体や分量の多少、状態の背景の 1つに、このような保護者の非常に多忙な生活状況も
あるのかもしれない。また、健康や成長は、 0歳児の親にとっての関心・心配事の大きな
部分を占めていることも反映されているのだろう。
　③　保育者は、子どもを単に世話する対象としてではなく、一人格として思いを受け止め、
やり取りするなど、対話・行為の主体として関わっている。
　このように保育者が、子どもを行為・対話の主体として受け止め関わり、行為へといざなう
子どもの心の様子を表現することは、保護者の子ども理解に資するのではないかと思われる。
子育て情報が氾濫し、容易に入手可能となった今の子育ては、それら情報に翻弄される危惧も
ある。まずは目の前の子どもを見て、関わり・やり取りを通して、保護者自身で判断し育てる
ことの確かさに気付かせてくれるのではないだろうか。
　また、子どもの育ちや生活に必要なことを一緒にやっていくというパートナーとしての意識
化を促すことに繋がるのではないだろうか。
（3）　「連絡帳」を介した子どもの見方の広がり（表 9参照）
　以下①②のように、保護者の子どもの新たな姿の気づきを受けて、数日にわたり保育者と保
護者のやり取りが続く事例がある。
　①　「OK・・うなずいて・・ぶんぶんと・・振って」、「とり合い・・悲しげに・・訴える」、
「表情でも・・意思表示ばっちり」、「いろいろな表情・・頁めくってバァ」、「横からばぁ
と」、「いやいやと首を振り」、「好み・・はっきりして」、「これは違う！と首を振り」に見
られるように、豊かな表情をもち、気持ち・思いを持つ主体としての子どもの姿をめぐる
保護者の気持ちを受け止めて、園でも思い・気持ちを友だちや保育者に表出する姿や様々
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な表情を見せる姿を交わし、子どもの見方が広がっていく記述がある。
　②　「 5 秒ほど・・たって・・最近急に・・やんちゃになって」、「床から手を離してタッ
チ・・得意げな顔・・『すごーい』拍手すると・・尻餅ついても立ち上がっては、ほら見
てといわんばかり」、「家でも褒めると・・見てほしいとアピール・・こちらの言っている
ことが分かるようで・・叩いてきて .. アピール」、「ますます自己主張も強くなる・・気に
なる玩具や遊びがあると自分から気持ちをむけて」「日々成長してるんですね」、「牛乳
パックで作ったH型のお馬のところへ行った・・慎重に・・片足上げて・・やんちゃしな
がら自分の力をいっぱい試して」、「夕方ずーっと眠たそうだった・・すぐ寝ました。昼間
にいっぱい体を動かして・・疲れたのかも」に見られるように、初めて立ったという事象
をめぐる保護者の気持ちを受け止めて、保育者の関わりで園でも得意気な子どもの様子や
気持ちを伝えることで、保護者も子どもの行為への注目に加えて、内側に動いている気持
ちに目を向けていく様子や保護者と保育者が子どもの姿を共有し、子どもの見方が広がっ
ていく記述がある。
　松本は「子どもの心を理解するためには、子どもの発達の道筋や段階を知ることも必要です
が、同時に子どもの立場にたって、子どもの気持ち、思いをわかろうとすることが求められま
す。『子どもの心、子どもとの関わりを親自身が発見していけるような保育者の援助が大切』
である」と述べる（2011：46）が、上記事例は、保護者の子どもの姿への気づきを受け止め、そ
の姿を保護者と保育者が交わして子どもの気持ち、思いを共有し、子どもの生活や姿を連続性
の中でとらえて、より理解を広げていく様子がみられる。
　こうしたやり取を通して子どもの姿を共有することで、家庭と保育所といった環境の違いに
あっても、子どもの対し方への共通基盤となり、子どもの安心できる場の広がりにつながるの
ではないだろうか。
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表 9 　連続 4日間の保護者と保育者の子どもの様子の記述
b事例・ 5月初旬
保護者
①OKの時はうなずいて嫌な時は首をふりま
す・・食べたくないときはぶんぶんと首を
振ってくれる。
保育者
②自分の思いをしっかり伝えようとしてくれ
るbちゃんですね。お友だちと玩具のとり合
いになって、・・・・・、とられた時は、悲
しげに保育士の方を見て訴えるbちゃ
ん。・・
③・・表情でも態度でも意志表示ばっち
り・・。・・保育園でご飯の時にしている
「お手手ポンポンハッチン」も、家でもやっ
てくれて可愛く頭をお辞儀してくれます。
④「いろいろな表情、動きをみせてくれ
る・・。いないいないばぁの絵本はお気に入
り・・. 頁めくってバァとしている」
⑤いないいないばぁは家でもやっている。背
後に周り、横からばぁと顔をだします。
⑥・・、小麦粉粘土で遊ぼうと保育士が小麦
粉と水を混ぜ・・じっと見つめていたbちゃ
ん。・・粘土をbちゃんの手の近くにもって
いくと、「いやいや」と首を振り、ままごと
遊びを楽しんで・・。
⑦遊びも食べものも「好み」みたいなのが
はっきりしてきました。家でも必ず、この玩
具で遊んでいる、この本をめくっている、と
いうのがあります。
⑧・・友だちの持っている玩具をみると同じ
物が欲しくて「ちょうだい」と近づいていま
した。・・違う玩具を渡すと「これはちが
う！」と首を振り主張して・・
c事例・ 4月下旬
保護者
①・・ 5秒ほど自分でバランスよくたってい
ました。そして20秒たてて家族びっくり。最
近急に色々なものに興味をもち、やんちゃに
なってきました。
保育者
②床から手を離してタッチして・・得意げな
顔・・「すごーい」拍手すると、・・パチパ
チと・・尻餅ついても立ち上がっては、ほら
見てといわんばかり・・
③家でも褒めるとうれしそうになん回もたつ
ことを見てほしいとアピール・・こちらの
いっていることが分かるようで・・叩いてき
て・・アピール・・
④・・ますます自己主張も強くなる・・。保
育園でも気になる玩具や遊びがあると自分か
ら気持ちをむけて・・
⑤早く暖かくなって風邪をひかないように
なってほしいです。bちゃん・・日々成長し
ているので私たちも教えられることもありま
すね。
⑥・・牛乳パックで作ったH型のお馬のとこ
ろへ行った・・。慎重にバランスを取りなが
ら、片足上げてまたいでいました。やんちゃ
しながら自分の力をいっぱい試している・・
⑦夕方ずーっと眠たそうだった・・すぐ寝ま
した。昼間にいっぱい体を動かして遊んでい
たから疲れたのかもしれないですね。・・
・・よく動きまわっているので、「さっき向
こうにいたのに、いつの間にここに来た
の？」とびっくりさせられます。じーっとし
ている時でもお友達の動きを眼でおっている
ので見ながら吸収しているのだなぁ！と思い
ます。・・
3．保育者アンケートから見る園 ･保育者の「連絡帳」に関する意識
　保育者アンケート（アンケート項目⑤、⑥）から次のことが取り出された。 4カ園で連絡帳の書
き方、目的等に関する園内研修は特に実施されていないが、保護者の書いた内容を短く受けて
（共感的に）書きはじめ、続いて園での子どもの様子・姿を書いている（B園）。B園は研修では
ないが、会議の中で連絡帳を共に育てあう立場、保護者支援と位置づけ、具体的内容の確認を
おこなっている。また、保護者への連絡帳に関する説明は、入園時に記入方法の説明の他に、
「楽しいこと、しんどいこと、気になること等、なんでも記入してほしい」（A園、B園）、「お
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互いに知っておいてほしいこと、日常のちょっとした感想、面白いなぁと思ったこと、困って
いること等、なんでも書いてほしい」（C園）、「保育者が 1日の子どもの様子を把握したいので、
なんでも書いて欲しい」（D園）と説明している。
　 4カ園とも、保育者が連絡帳を通して子どもの状態把握だけでなく、保護者の子育て状況を
把握する 1つの方法にしていることがわかる。
表10　保育者へのアンケート結果（12項目のうちの 3項目）
アンケート項目 保育者の記述
保育者は何を書
こうと思ってい
たか（項目⑦）
成長した姿、可愛い姿、おもしろい姿。友だちとの関わり、葛藤など。親の不安を軽
減するように子どもの変化や成長をしっかりととらえてわかりやすく伝える。子ども
の行為を肯定的に伝えるようにする。肯定的に伝える。活動だけでなく、そのなかで
のその子の姿、その時の気持ち（楽しい、関心など）を書く。保護者からの記入に対し
ても子どもの感じたことを共感的に返すようにしている。集団生活ならではの友だち
との関わり。保護者が不安に思っている事が解決できるようなアドバイス。その日の
特別な健康状態。保護者の送迎ではなかったので、丁寧に様子を伝え、子どものかわ
いさ、楽しさを伝えられるように書く。
保育者は書かな
いようにしてい
た事はあるか
（項目⑧）
発達的に気になるところを他児と比較しているような書き方はしない。マイナスや、
気になる事は書かず、口頭で伝える。初めてできるようになった事は書かない。文字
では誤解を生みそうな事は口答で直接話す。プライバシー上の配慮を必要とする事は
書かない。初めて歩いた等、親が親として発見したい、感じたいところは配慮する。
「連絡帳」をど
う利用している
か（項目⑩）
子どもの体調のこと、生活リズムなどは読んで配慮する。家庭での子どもの姿をみて、
保育園での生活を配慮する。日々の生活に直接つなぐ。保護者と話す話題材料。定期
に見直し、保育者及び保護者支援の見直しに使用。早く寝かせる必要があるか、空腹
になる時間、外遊び・水遊びができる体調の判断。生活リズム、健康状態の見守り、
睡眠時間の調整、食事時間の調整。
　さらに、表10に見るように、書こうと思っていた事（アンケート項目⑦）は、「成長した姿、可
愛い姿、おもしろい姿」、「友だちとの関わり、葛藤など」、「活動だけでなく、そのなかでのそ
の子の姿、その時の気持ち（楽しい、関心など）」、「保護者の不安を解決できるようなアドバイス
の提案」、「その日の特別な健康状態」、「丁寧に様子を伝え、子どものかわいさ、楽しさを伝え
られるように」である。また、「親の不安を軽減するように子どもの変化や成長をしっかりと
とらえてわかりやすく伝える」、「肯定的に伝える」、「保護者の記述に共感的に返す」といった
書き方（表現）についても意識されていたことがわかる。
　保育者は、親の不安を煽ることなく、その子をかわいい、愛しい、面白いと感じる姿を、発
達課題や友だちとの関わりの文脈で表現したいと思っている。そして、それら表現において、
肯定的に、分かりやすく、等の配慮をしている。これらは、保護者の子どもへの思いに共感し
ており、保護者との信頼関係形成の土台となり、子ども・子育ての面白さや関心をより高める
ことに影響を与えているのではないだろうか。
　また、記入する上で書かないようにしていた事（アンケート項目⑧）は、「発達的に気になる箇
所を他児と比較した書き方はしない」、「文字では誤解されそうなことは口頭で直接話す」、「マ
イナスや気になることは口頭で直接伝える」、「初めて歩いた等、子どもの成長を親として発見
したい、感じたいところの書き方は配慮する」であった。内容によって表現に注意したり、別
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の方法を通して伝える、といった配慮がされている。
　直接顔を合わせて行う対話は相手の反応をその場で受け取りながらやりとりすることができ
る。連絡帳はそれに比して間接的であるが、他方で「書く」「読む」行為は、慌ただしく流れ
る時間の中で暫し立ち止まり、振り返る（例えば子どもの気持ちや自分の対応など）作業を伴うと言
えよう。また、文字として手元に残り蓄積されていくことで、更に時間を経た後の振り返りの
手がかりともなる。多様な連携方法のそれぞれの特性を生かす大切さが示唆されている。
　連絡帳の利用（アンケート項目⑩）については、 1（2）で触れたが、家庭での子どもの体調、姿
を踏まえて、保育園での食事や睡眠、外遊び等の保育に配慮している。さらに、保護者との共
通話題としたり、保育計画に活かしたりしている。
IV．お わ り に
　「多くの場合『連絡帳』は、保護者にとっては、保育園での子どもの生活がどうだったかを
知るための数少ない窓口である」（猪熊2013：72）が、本研究では、保育者と保護者のやり取り
の中で、子どもを育てあう連携の糸口ともなっていく様子を具体的に見てとれた。
　「連絡帳」は、極めてプライベートなものであり、それへの配慮等から具体的な内容を基に
した質的研究が多いとは言えない。本研究は、記述の実際を分析したものであるが、事例数の
不十分さ、年度内の期の面からの分析や連絡帳に対する保護者の意識調査の課題、などを残し
ている。また、保護者の育児経験（第一子であるか否か・きょうだいの有無）要素の加味なども分析
の具体性をより深めていくうえで必要であろう。
　ところで、我々が今回取り上げたような日々の情報の取り交わしによる伝達・共有機能とは
少し別の角度から、文字を通して蓄積されるという特性を踏まえた、次のような提起もなされ
ている。高杉は、連絡帳を通して、「『子どもの育ちの記録』『保護者の育児記録』『保育者の保
育記録』という重層的な意味が見えてくる。これらの視点から『連絡帳』のあり方を問い直し、
保護者・保育者が書きたくなるような工夫を模索していくことが求められている」（2009：146）
と、その在り方の再考の必要性を述べている。日々の生活の中で綴られた記録は保育者、保護
者のみならず、子どもにとっても大切なものとなっていくものであろう。
　一日だけを見れば量的に多いとは言えないかもしれないが、毎日「書く」「読む」ことは持
続的な努力を要するものである。現代の保育と子育ての中で、その努力に見合った活かせる連
絡帳の在り方を多様な角度から引き続き検討していく必要がある。
謝辞：本研究の主旨をご理解いただき、ご協力いただきました保護者、保育所・保育者の皆様に深謝いた
します。
付記：本研究は、京都橘大学人間発達学部研究プロジェクト（2010～2013年）の 1つである「乳幼児の保育
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における基本的生活と遊びの役割についての研究」 3歳未満児研究班による保育の諸問題・諸課題の
研究活動の成果報告の 1つである。
注
（ 1）　総務省統計局　労働力調査によると「夫婦のいる世帯数」に占める「夫が雇用者、妻が無業者の世
帯」の割合は、2002年は31.1% であるが、それ以降は低下傾向にある。一方で、「共働き世帯」の割合は、
2002年で32.9%、それ移行は上昇傾向にある。2014年度は、「共働き世帯」1,077万世帯に対し、「夫が雇
用者、妻が無業者の世帯」720万世帯である。こうした状況から「共働きは」ごく普通のライフスタイ
ルとなりつつある、と記述される。また、厚生労働統計協会「国民の福祉と介護の動向」（2014：82）で、
「このように共働きの一般化により、保育需要が増加・・」と表現される。
（ 2）　2000年「保育所における家庭保護者との連携に関する調査研究報告書」によると連絡帳74.3%、園
だより73.3%、登降園時連絡58.2% の 3 項目が他の項目よりはるかに高い数値を示している。他の項目と
は、クラスだより、保育参観、園行事への協力、保護者会、児童家庭調査票、給食だより、子育て相談、
家庭訪問、緊急時の連絡、保育方針・内容についての話し合い、保健だより、その他である。
（ 3）　香川県高松市は、2012年度、保育士の負担を軽減させるために公立の保育所で連絡帳を全員に配布
することを廃止した。https://www.youtube.com/watch?v=TAtz-irei7Y　2015/08/20
（ 4 ）　トレンドサーチとは、通常の文書からなるデータを単語や文節で区切り、それらの出現の頻度や共
出現の相関、出現傾向、時系列などを解析することで有用な情報を取り出すテキストデータの分析方法
である。
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